復活節第1主日イースター礼拝説教　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年4月９日
「あの方は、復活なさった」
詩編16編10～11節
16:10 あなたはわたしの魂を陰府に渡すことなく／あなたの慈しみに生きる者に墓穴を見させず
 16:11 命の道を教えてくださいます。わたしは御顔を仰いで満ち足り、喜び祝い／右の御手から永遠の喜びをいただきます。
ルカによる福音書24章1～12節
24:1 そして、週の初めの日の明け方早く、準備しておいた香料を持って墓に行った。
 24:2 見ると、石が墓のわきに転がしてあり、
 24:3 中に入っても、主イエスの遺体が見当たらなかった。
 24:4 そのため途方に暮れていると、輝く衣を着た二人の人がそばに現れた。
 24:5 婦人たちが恐れて地に顔を伏せると、二人は言った。「なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。
 24:6 あの方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。まだガリラヤにおられたころ、お話しになったことを思い出しなさい。
 24:7 人の子は必ず、罪人の手に渡され、十字架につけられ、三日目に復活することになっている、と言われたではないか。」
 24:8 そこで、婦人たちはイエスの言葉を思い出した。
 24:9 そして、墓から帰って、十一人とほかの人皆に一部始終を知らせた。
 24:10 それは、マグダラのマリア、ヨハナ、ヤコブの母マリア、そして一緒にいた他の婦人たちであった。婦人たちはこれらのことを使徒たちに話したが、
 24:11 使徒たちは、この話がたわ言のように思われたので、婦人たちを信じなかった。
 24:12 しかし、ペトロは立ち上がって墓へ走り、身をかがめて中をのぞくと、亜麻布しかなかったので、この出来事に驚きながら家に帰った。
　イースターおめでとうございます。私たちキリスト教会ではイースターはイエス様が十字架の死から復活されたことを感謝すると共に喜ぶお祝いの日です。ですから大きな喜びの中で私たちは今日の朝を迎えていると思います。ただそうはいっても色々なことがあるのが人生です。イースターの喜びを素直に喜ぶことができないほどに心が塞ぎ、重荷を背負っている、大きな悲しみの中でこの朝を迎えた人もいると思います。「こんな気持ちでイースターを迎えるのはイエス様に申し訳ない」そのような思いを抱えながら礼拝堂の椅子に座っている人もおられるかもしれません。実は、今から約2000年前のイースターの朝も大きな悲しみと不安と絶望の中での始まりでありました。
　今日の聖書の箇所の少し前のところ23:55.56にはこのように書かれています。「イエスと一緒にガリラヤから来た婦人たちは、ヨセフの後について行き、墓と、イエスの遺体が納められている有様とを見届け、家に帰って、香料と香油を準備した。婦人たちは、安息日には掟に従って休んだ。」
イエス様と一緒にガリラヤからやって来た婦人たち、それはマグダラのマリア、ヨハナ、ヤコブの母マリア、さらに一緒にいた婦人たちです。彼女たちはイエス様や弟子たちに付き従い身の回りのお世話をしていたのです。そしてイエス様の語られるお言葉を近くで聞いていたのです。そして愛するイエス様が十字架にかけられ、罵られ、嘲られて、「父よ、私の霊を御手にゆだねます。」と言って息を引き取られた様子を遠くで見ていました。さらにはイエス様が十字架から降ろされ、墓に納められるのも見ていたのです。彼女たちは家に帰り香料と香油を準備しました。それは丁寧な葬りのためです。ユダヤでは一日の始まりは日没からです。しかも土曜日であり安息日が始まります。イエス様が息を引き取られたのが午後3時、安息日の始まる日没まであと数時間しかありません。亜麻布で包まれまだ誰も葬られたことのない岩に掘った墓の中に大急ぎで適切な処置をする間もなく葬られたイエス様のご遺体に香料と香油を塗ることで遺体が腐るのを防ぐという適切な処置をしてきちんと葬りをするために彼女たちは週の初めの日の明け方早く、人目につかない内に大急ぎで出かけました。イエス様のご遺体を適切に葬るため、いわば死んだイエス様に会うために彼女たちはお墓に出かけました。そこにあるのは大きな深い悲しみです。そこには復活の希望は全くありません。あるのはイエス様が死んでしまった、愛する人を失ったという深い悲しみであり、絶望的な気持ちです。
しかし、悲しみは驚きと戸惑いに変わります。イエス様の墓のふたをしていた石が脇に転がしてあり、墓の中にイエス様の遺体がないのです。すると彼女たちのそばに輝く衣を着た二人の人が現れ言います。「なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。あの方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。まだガリラヤにおられたころ、お話しになったことを思い出しなさい。人の子は必ず、罪人の手に渡され、十字架につけられ、三日目に復活することになっている、と言われたではないか。」(5～7節)

イエス様はこの地上での歩みをされているときに、ご自分の十字架の死と復活を3度予告をされました。しかし、いつもそばにいてイエス様のお言葉を聞いていた弟子たちは信じることが出きませんでした。それは彼女たちもまた信じることができなかったのです。イエス様の復活を信じることができなかったからこそ、こうして丁寧な葬りのために死んだイエス様に会うために墓に来たのです。
けれども、輝く衣を来た二人のその言葉を聞いた彼女たちはイエス様が言っておられた言葉を思い出したのです。復活の約束を思い出したのです。そして大急ぎで墓から帰って弟子たちと他の人達にことの一部始終を話したのです。しかし、誰も彼女たちの話を信じることができなかったのです。ただペトロだけは墓を見に行き、彼女たちの言ったとおり、イエス様のご遺体は無かったことに非常に驚いたのでした。
　「なぜ、生きておられる方を死者の中に捜すのか。あの方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。」私たちは、丁寧な葬りのため、死んだイエス様に会うためにお墓に来たマグダラのマリアたちに主の使いが語ったこの言葉に注目をしたいと思います。
　生きている人を死んでいる人の中から探す、これは常識的に考えればありえないことです。その反対もまたそうです。死んでいる人を生きている人の中から探すなんてことはありえないことです。それは生の世界と死の世界が分断されているからです。生きている者の世界と死んだ者の世界が違うからです。彼女たちにとって十字架で死んで葬られたイエス様は死の世界に住むお方でした。今私たちがいる生の世界とは別の死の世界におられるイエス様、せめてその亡骸を丁寧に葬ってきちんとお別れをしたいという大きな悲しみの慰めのために死んだイエス様に会いに行ったのです。
けれども、「それは違う」と輝く衣を着た神の御使いは言うのです。「あなたたちは探すところを間違っている。主イエスは死で終わりではない。生きている。復活して生きている者の世界にいるのだ。死と生の分断を超えて生きておられるのだ。なぜ主の言葉を信じられないのだ」
私はこの神の御使いの言葉はとても重い言葉であると思います。私たちは様々な困難な歩みの日々の中で死んだイエス様を探してしまっているのではないでしょうか。死んだイエス様、それは私たちが勝手にイエス様をなきものとして、この世の中に答えを探し求めているのではないかということです。まるでこの世にはイエス様がいないかのようにこの世の様々なことに答えを求めてより苦しくなってしまい、真っ暗な闇の中を歩んでいるような思いになってしまうのです。
　「あの方は、ここにはおられない。復活なさったのだ。」「主は生きている」主イエス様の復活を祝うイースターの今日、私たちが捜しより頼むべき御言葉はここです。「主は生きておられる」死の闇と悲しみの分断を超えて、死の先の希望を私たちに与えて下さっている復活されたイエス・キリストにこそ私たちの希望があるのです。そのイエス様に信頼をして御言葉に聞き、祈り、私たちもマグダラのマリアたちのようにイエス様の復活の希望を、慰めの御言葉を宣べ伝えていきたいと思います。
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